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【研究要旨】 

 本研究は、視機能全般につき、医学的に合理的な説明が可能で、当事者の生活上の

困難度とも乖離のない客観的で新しい認定基準の検討のための情報を整理することを

目的として、当初は３つのテーマ、すなわち１．海外の視覚障害に対する福祉制度の

調査、２．Functional Vision Score (FVS)に関する国外の文献調査、３．視機能障

害者における ADLの検討を実施した。さらに、テーマ３から派生したテーマ４とし

て、本邦における片眼失明者数の実態予備調査を実施した。 

研究成果として、テーマ１では、調べた限りにおいて本邦と同様の形式をとってい

るのは韓国のみであり、それ以外の国では無かったことが判明した。テーマ２では、

FVSは、①視機能を 1つのスコアに数値化することが可能で、②信頼性が高く、③視

覚関連 QOLとの関連が高く、④患者や家族、民間の方が理解しやすい等の利点があ

り、また FVSの研究は近年多くの施設で実施されており、一般化しつつある傾向が認

められた。テーマ３では、視覚障害 ADL調査票「LVFAM」を利用し多施設共同研究と

しての実施、視覚障害６級相当の 15名を対照とすると、視覚 ADLは、片目群（15

名）では良好で、眼瞼痙攣群（15名）では不良であった。テーマ４は、急遽追加され

た単施設後ろ向き調査という限られた情報ではあるものの、令和元年下半期に千葉大

学医学部附属病院眼科外来を受診した患者中、片眼症例の定義に該当する患者は 10

名で、片眼症例は決して少なくないと推察された。 
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Ａ．研究目的 

身体障害者福祉法における視覚障害認定は、

視力及び視野の状態で 1 級から 6 級の基準が

定められている。身体障害の等級認定につい

ては、日常生活の困難度との関連が合理的で

あることが求められるが、従来の認定基準は、

日常生活の困難度と乖離する部分があって、

視覚障害の認定基準に関する検討会が設置さ

れ日本眼科学会および日本眼科医会でとりま

とめられた「視覚障害認定基準の改定に関す

るとりまとめ報告書」の方向性に基づいて新

たな基準の検討がされ、良い方の眼の視力を

基準とした等級認定基準に変更され、視野に

ついては中心視野のみの障害の評価などにつ

いて変更された。しかし日常生活の困難さの

感覚と等級基準との関連について、理解が得

にくい部分があり、米国で使用されている FVS

の使用を検討すべきではないかとの議論があ

った。また、片眼失明者や眼瞼痙攣は現基準で

は障害認定されないが、視機能に問題がある

患者についても、認定につなげていくべきか

どうか検討すべきとされ、これらの課題に対

応するための本研究では、視機能全般につい

て医学的に合理的な説明が可能で、当事者の

生活上の困難度とも乖離のない客観的な新し

い認定基準の検討のための基礎資料を作成す

ることを目的としてまずは３つのテーマで研

究を実施した。テーマ１は海外の視覚障害に

対する福祉制度の調査で、テーマ２は

Functional Vision Score (FVS)に関する国

内・海外の文献調査、テーマ３は種々の原因

による視機能障害者における ADL の検討で

あるが、テーマ３で対象疾患となった片眼

失明症例では疫学調査をすべきとの追加意

見があり、途中からテーマ４として片眼失

明症例に関する疫学調査を実施した。 

Ｂ．研究方法 

テーマ１ 

 本邦の視機能障害認定のあり方に関し、

文献検索により、諸外国の視機能障害認定

法を調査した。米国に関しては現地滞在経

験のある者にインタビューを行った。班会

議メンバーでも意見交換した。 

 

テーマ２ 

Functional vision score (FVS)に関する現状

の研究ついてレビューを行った。 

論文抽出方法としてデータベース検索は

最終的に令和 2 年 12 月 6 日 時点で行い、

医学中央雑誌（医中誌）、及び米国国立医学

図書館（National Library of Medicine、NLM）

が提供する文献データベース（PubMed）を

用いた。ハンドサーチとしての対象雑誌は、

ロービジョンや視能訓練に関する研究を収

載した 3 誌（日本ロービジョン学会誌、日本

視能訓練士協会誌、日本の眼科）とした。 

続いて、論文のスクリーニングを以下の

採択基準に基づき実施した。即ち、①原著・

総説・解説であることと（会議録は除外）、

②Functional vision score、Functional field score、

および Functional acuity score のいずれかを

用いている、もしくは言及していること、③

1994～2018 年に発表されたもの、とした。 

1 次スクリーニングではデータベース検

索により抽出された論文について表題及び

抄録から、複数データベース間で重複した

論文及び採択基準に合致しない論文を除外

した。2 次スクリーニングでは論文のアブス

トラクトを精読、１次スクリーニングと同

様に論文を除外、最終採択論文を決定した。 
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テーマ３ 

 視覚ADL調査として東北大学の鈴鴨らが開

発したthe low-vision-specific function 

and activities of daily living measure 

(LVFAM)を用いて、千葉大学、昭和大学、井

上眼科病院、途中から追加された参加施設お

おあみ眼科の計４施設でLVFAM調査を実施し

た。LVFAMは、23項目のLVFDL及び９項目のLVA

DLの聞き取り調査である。 

 

テーマ４ 

 テーマ３に関連して追加されたテーマで

あるので、短期間の調査として、千葉大学医

学部附属病院の眼科外来を、令和１年 7～12

月の 6 カ月間に受診した患者で片眼症例の

定義に該当する症例を後ろ向きに調査した。 

 

（倫理面への配慮） 

 それぞれのテーマでは、個人情報保護を

遵守し、必要に応じ倫理審査を受けた後に

実施調査した。 

 

Ｃ．研究結果 

 テーマ１で調べられた限り、本邦と同様の

形式をとっているのは韓国のみであり、他の

組では見られなかった。また福祉を受けるう

えで定義を定めている国はあった。 

 

テーマ２の「FVS関連の報告は国内外から

74の論文が発表されており、論文が53あった。

研究内容は大きく3つに類型が可能であり、

①FVS関連指標測定における妥当性につい

ての検証、②FVSを利用した眼科患者の視機

能評価、③FVSとその他の指標との関連評価

となっていた。これらから言えることとして、

FVSは、①視機能を1つのスコアに数値化す

ることが可能であり視機能評価に有用、②検

者間/内信頼性が高い、③視覚関連QOLとの

関連が高い、④患者や家族など医療関係者以

外の人に理解しやすい、⑤身体障害者基準な

どに利用しやすいなどが挙げられた。またF

VSの研究は近年多くの施設で実施されてお

り、一般化しつつある傾向が認められた。 

 

 テーマ３の「視覚ADL調査」については、

新型コロナウイルスの影響で進捗が著しく

遅れたが、４施設目として急遽クリニック

（おおあみ眼科）を参加させてことで一気に

進み組入れ満了した。その結果、片眼失明群

15例および眼瞼痙攣群15例におけるLVFAM

（視覚ADL）は、対照群である視覚障害６級

相当15例と比較して、片眼失明群では良好で、

眼瞼痙攣群では対照群と同様不良であった。 

 

 テーマ４の片眼失明の疫学調査としては、

これも新型コロナウイルスの影響で前向き

調査が行き詰まったため、千葉大学医学部附

属病院単施設の後向き調査に変更し、半年間

では10例が該当した。 

 

Ｄ．考察 

テーマ１として、韓国において本邦と同

様の基準があった。また米国では法的な失

明が定義され、それによる特権が与えられ

ているが、本邦のような等級制度はとられ

ていないことが判明した。 

 

テーマ２として、FVS は視力と視野の状

態をクリアな基準でスコア化し統合した指

標として、視機能評価に非常に有用であ
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る。また、患者や家族、関係者など医療関

係者以外の人に理解しやすく、臨床研究に

も使用しやすい。身体障害者基準を判定す

る上での視機能評価法としても有用である

可能性が高いと思われた。しかし一方で、

眼科臨床現場に普及しておらず、全面的に

FVSへ切り替ることは現実的に飛躍してい

ると判断された。 

 

テーマ３として、LVFAMを用いた初めての

視覚ADL調査は視覚障害を捉える方法として

意義が大きいと思われた。その結果として、

片眼失明症例では比較的良好な視覚ADLで、

眼瞼痙攣では視覚障害６級相当対照群と同

程度の視覚ADLであって不良であったが、こ

れは眼瞼痙攣の重症度によると思われた。い

ずれにせよ、新型コロナウイルス感染拡大に

よる調査中断が余儀なくされたものの、昭和

大学、井上眼科病院の協力と、外部委託CRO

機関の対応も順調で、視覚ADL調査を完遂で

きたことは誇らしいと思われた。 

 

テーマ４、片眼の疫学調査としては単施設

だけの結果であるものの、半年間でも10例の

片眼新患症例が認められ、これは予想よりは

多かった。本邦全体としては、決して少なく

ない症例数になると思われる。一方で課題は

少なくなく、厳密には多施設共同研究として

大規模調査を実施する、あるいは健診データ

などの既存情報を活用する方法などあるが、

これらでも全てを反映できないと思われた。 

 

Ｅ．結論 

テーマ１の「海外の状況」、テーマ２の「F

VSの動向」、テーマ３の「片眼症例と眼瞼痙

攣症例における視覚ADL調査」ならびに３か

ら附随したテーマ４の「片眼疫学調査」は、

予定通り終了した。 

それぞれには課題があるものの、本事業で

得られた成果は、今後の視覚障害者医療福祉

政策に活用すべきと思われた。 

 

  


